再生資源活用審査制度Ｑ＆Ａ集（一般項目）

Ｑ１：Ａ社では各部署での独立採算となっており、Ａ社Ｂ部署からＡ社Ｃ部署に再生資源を販売するということを行っている。要綱に基づく届出の対象となるか。
Ｑ２：要綱第４「当該再生資源が再使用される」とはどのようなことをいうのか。
Ｑ３：産業廃棄物処理委託契約を締結し、処理を委託している産業廃棄物は対象外ということでよいか。
Ｑ４：製品の不良品を販売しているが、届出の対象となるか。
Ｑ５：届出を要しない物の具体的なリストはないか。
Ｑ６：名古屋市、豊橋市、岡崎市及び豊田市内で排出・発生する再生資源又は再生した再生品を販売する場合は、要綱の対象となるか。
Ｑ７：届出を提出してから、判断を受けるまでどの程度の期間があるのか。
Ｑ８：既に販売実績のある再生品についても届出の対象となるのか。
Ｑ９：一般廃棄物は届出の対象となるか。
Ｑ10：環境安全性の分析検査事業者を紹介してほしい。
Ｑ11：品質検査事業者を紹介してほしい。
Ｑ12：要綱第４第３号に基づき知事が認めるものとされた潤滑油はどのようなものか。
【Ｑ１】
Ａ社では各部署での独立採算となっており、Ａ社Ｂ部署からＡ社Ｃ部署に再生資源を販売するということを行っている。要綱に基づく届出の対象となるか。

【Ａ１】
同一法人内の利用にあたるため、届出の必要はありません。

【Ｑ２】
要綱第４「当該再生資源が再使用される」とはどのようなことをいうのか。
【Ａ２】
再使用とは同じ用途として再度使用することを指しています。例としては、Ａ社がＢ社にバッテリーを売却し、Ｂ社はそれをバッテリーという用途として再度使用する場合が該当します。

【Ｑ３】
産業廃棄物処理委託契約を締結し、処理を委託している産業廃棄物は対象外ということでよいか。
【Ａ３】
届出の対象外です。

【Ｑ４】
製品の不良品を販売しているが、届出の対象となるか。

【Ａ４】
販売先での用途が本来の製品としての用途であれば、届出の必要はありません。本来の用途で販売できないのであれば、不良品発生時点において不要物と考えられる（製品本来の目的として販売されない）ため、当該不良品の販売は産業廃棄物の販売として届出の対象となります。
【Ｑ５】
届出を要しない物の具体的なリストはないか。

【Ａ５】
リストは作成しておりません。届出要否判定チャートを参照してください。

【Ｑ６】
名古屋市、豊橋市、岡崎市及び豊田市内で排出・発生する再生資源又は再生した再生品を販売する場合は、要綱の対象となるか。

【Ａ６】
要綱の対象となります。なお、届出は県に提出していただくこととなります。

【Ｑ７】
届出を提出してから、判断を受けるまでどの程度の期間があるのか。

【Ａ７】
届出受付日から、原則として、３０日以内に審査することとしています。審査の結果、再生資源の不適正な活用が行われると認められる場合は、要綱第７に基づく指導又は助言を行うこととなります。
【Ｑ８】
既に販売実績のある再生品についても届出の対象となるのか。

【Ａ８】
届出の対象となります。

　要綱施行時（平成２０年７月１日）に既に再生品等を販売している場合は、平成２０年７月３１日までに届出をしてください。

【Ｑ９】
一般廃棄物は届出の対象となるか。

【Ａ９】
一般廃棄物を原材料とした再生品等は届出の対象外です。

　ただし、原材料として一般廃棄物の他に産業廃棄物等の再生資源を使用している再生品は、届出の対象となります。

【Ｑ10】
環境安全性の分析検査事業者を紹介してほしい。

【Ａ10】
次の団体にお問い合わせください。

　社団法人愛知県環境分析測定協会

　　〒４６０－００２２

　　　名古屋市中区金山１丁目２番４号（アイディエリア４０５号）

電　話：０５２－３２１－３８０３

ＦＡＸ：０５２－３２１－３８０３

【Ｑ11】
品質検査事業者を紹介してほしい。

【Ａ11】
各品質規格に関連する団体等で確認してください。

【Ｑ12】

要綱第４第３号に基づき、届出の対象外とした潤滑油はどのようなものか。

【Ａ12】

　届出の対象となる潤滑油は表１のとおりです。
また、届出の対象外となる潤滑油は表２のとおりです。
　表１　届出の対象となる潤滑油

	油種区分
	定義
	対象油種（例）

	金属加工油
	金属加工に用いられる潤滑油
	切削油
	プレス油

	
	
	焼入油
	圧延油

	
	
	焼戻し油
	絞り加工油

	
	
	焼きなまし油
	引抜き油

	
	
	研削油
	放電加工油

	
	
	鍛造油
	防錆油

	電気絶縁油（PCB化合物を含むものに限る。）
	電気絶縁に用いられる潤滑油
	コンデンサ油
	変圧器油

	
	
	OFケーブル油
	遮断器油


表２　届出の対象外となる潤滑油

	油種区分
	定義
	対象油種（例）

	ガソリンエンジン用潤滑油
	ガソリン（LPG等を含む。）を燃料とする内燃機関用エンジン油
	自動車用ガソリンエンジン油

	
	
	２サイクルエンジン油

	
	
	航空ピストンエンジン油

	
	
	LPGエンジン油

	
	
	ガソリン・ディーゼル兼用油

	ディーゼルエンジン用潤滑油
	軽油、灯油を燃料とする車両用及び産業用ディーゼル機関用エンジン油（コジェネ用ガスエンジン専用油を含む。）
	自動車用ディーゼルエンジン油

	
	
	農業用エンジン油

	
	
	建設機械用エンジン油

	
	
	ディーゼル（主）・ガソリン兼用油

	
	
	コジェネ用エンジン油

	その他車両用潤滑油
	エンジン油を除く車両用潤滑油


	自動車用ギア油
	ATF

	
	
	トランスミッション油
	ディファレンシャル油

	
	
	トルクコンバータ油
	ショックアブソーバー油

	
	
	その他の自動車油
	

	船舶エンジン用潤滑油
	重油を燃料とする船舶用及びコジェネ等エンジン油、産業用ディーゼル機関用エンジン油、船外機専用油
	船用ディーゼルエンジン油

	
	
	船外機専用油

	
	
	舶用シリンダー油

	
	
	舶用システム油

	
	
	コジェネ用エンジン油

	機械油
	産業機械に用いられる潤滑油
	冷凍機油
	トラクション油

	
	
	タービン油
	ベアリング油

	
	
	ガスタービン油（航空機用を含む。)
	真空ポンプ油

	
	
	ギア油（自動車用を除く。）
	摺動面油

	
	
	油圧油
	さく岩機油

	
	
	コンプレッサー油
	汎用工作機械油

	電気絶縁油

（PCB化合物を含まないものに限る。）
	電気絶縁に用いられる潤滑油
	コンデンサ油
	変圧器油

	
	
	OFケーブル油
	遮断器油

	その他の特定用途向潤滑油
	上記に分類されない特定用途向け潤滑油（ベースオイル等を含む。）
	流動パラフィン
	ダイナモ油

	
	
	ゴム配合油
	シリンダー油

	
	
	プロセス油
	車軸油

	
	
	チェンソー油
	ロープ油

	
	
	熱媒体油
	リノリューム油

	
	
	離型油
	印刷インキ油

	
	
	フラッシング油
	ガスホルダー油

	
	
	繊維油剤
	特殊用途潤滑油

	
	
	エアフィルター油
	

	その他の潤滑油
	いずれの油種区分にも属さない潤滑油
	並モーター油
	マシン油

	
	
	スピンドル油を含む
	


御覧になりたい質問項目にカーソルを合わせて、左クリックしてください。


（左クリックしてもリンク先に移動しない場合、「Ctrl」キーを押しながら左クリックしてください。）











